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	なみき通信
	６月３日発行
	未来を担う子どもたちをみんなで育てよう 第１回コミュニティ・スクール協議会
	TOPICS
	６月２日（火）午前中、並木中学校において、桜並木学園（本校・並木中学校・桜南小学校）の３校のコミュニティ・スクールの委員と生涯学習推進課（市教育局）が出席し、「桜並木学園 第１回コミュニティ・スクール協議会」が開催されました。第１回は、桜並木学園のグランドデザインの学校運営の基本方針の説明や、「地域と学校が連携してできること」をテーマにグループで熟議が行われました。安心安全につながる環境整備や地域人材の活用等について意見が出ました。今後も学校・家庭だけでなく、地域一体で子どもたちの学びや成長を支えることができるよう、保護者や地域の皆様とのつながりを深め、一緒に考えていきます。

	コミュニティ・スクールって何？
	「コミュニティ・スクール」とは、「学校運営協議会を設置した学校」のことです。近年は子どもたちを取り巻く環境や学校が抱える課題は複雑化・多様化しており、学校だけでは子どもたちの学びを支えることが困難になっています。また、教育改革、地方創生等の観点からも、学校と地域の連携・協働の重要性が指摘されています。そこで、地域でどのような子どもたちを育てるのか、何を実現していくのかという目標やビジョンを地域住民等と共有し、地域と一体となって子どもたちを育む「地域とともにある学校」へと転換していくことが重要となっています。保護者の方はもちろん、地域の皆様にも自分事として学校づくりに関わっていただき、地域とともに「こんな子どもに育ってほしい」「こんな学校になってほしい」という思いを実現していきたいと思います。




